
 

 

 

 

 

 

探究は宝探し 

「はてな？」と疑問に感じること、「知りたいこと」を調べること、調べたことをまと      

 めて発表することは「自分だけの宝物」を見つけるために大切だと、１月の朝会で子ども 

 たちに話しました。１月１４日の中日新聞で知ったことですが、名古屋城と熱田神宮のニ 

ホンタンポポの綿毛が小さくなるように進化したというのです。驚きました。都市空間で 

の生存が難しいニホンタンポポが、早く落下して生き残ろうとしていたなんて……。何よ 

りも、手に取れるような身近なところに、ダーウィンの説を実証するような秘密が隠れて 

いたなんて……。このエピソードを簡単に紹介しつつ、子供たちに伝えたかったのが、冒 

頭の内容です。役に立つか立たないかは問題ではなく、自分の「はてな？」や「知りた 

い」を大切にして調べようとした人だけが得られる「宝物」があります。この探究心と、 

秘密にたどり着いた喜びは人生を豊かにします。学ぶことの楽しさを子どもたちにも感じ 

てほしいと思います。 

２月の学校公開日では、子どもたちがこれまでの学習で学んできたこと、調べてきたこ 

となどをまとめて発表します。一人一人の興味や関心が生かされた発表になることを期待 

しています。                           校長 鈴木悟志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより Ｎｏ.１０ 

令和８年 １月３０日 

東海市立明倫小学校 
夢・汗・心 

なわとび運動かんばり週間 
１月の大放課は、各学年でなわとび運動に取り組みました。児童 

は「なわとびチャレンジカード」に示された技や課題を見ながら、 

思い思いの技を熱心に練習していました。学年ごとの発表会では、 

練習の成果を出すことができました。なわとび運動は、子どもの頃 

に培われる巧緻性などの力を伸ばすのに最適な運動です。ぜひ、皆 

で遊びとして楽しみながら積極的に取り組んでほしいです。 

バイキンをやっつけろ！かぜを予防して心も体もすっきり週間 
１月１９日(月)～２３日(金)、保健・給食 

委員会主催のキャンペーンの一環で希望者を 

募り、大放課にゴッシー手洗い教室を行いま 

した。正しい手洗いの方法を紹介した後、参 

加者に実際に手洗いを実践してもらいました。 

また、かぜ予防ビンゴやかぜ予防クイズも行い、保健・給食委員の

児童の主体的な活動が展開されました。その甲斐あって、３学期の本校での感染症状況は

落ち着いています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボッチャ体験教室 
 １月２０日(火)、４年生と特別支援学級 

の高学年を対象にボッチャ体験教室を行い 

ました。パラリンピックに出場経験があり、 

２０１５年日本ボッチャ選手権大会で優勝 

した加藤啓太さんを講師としてお招きしま 

した。人権擁護委員の方々の指導で体験した後、講師の御講演を聞きました。福祉につい

ての理解が深まり、さらに、ボッチャのおもしろさと奥深さを知ることができました。 

学校支援協議会 
 学校支援協議会では、地域や保護者の方を委員とし、学校の教 

育活動について協議したり、教育方針に御意見をいただいたりし 

ています。また、授業の地域講師を御紹介してくださったり、環 

境整備への御支援をいただいたりしています。２２日(木)には学 

校評価アンケートの結果について、さまざまな観点から御意見を 

いただきました。来年度の学校運営にどのように生かしていく 

かなどのまとめについては、３月の学校だより(号外)で詳しくお伝えいたします。 


